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＜論文審査の結果の要旨＞ 
 本申請論文は次の３つの点において、極めて独創的であり、学問的価値が高い結果を得
ていると判断した。 
 
１）Ｆが局所体の場合、志村五郎氏が解の集合 L[q]/C(L)の完全代表系の有限性を証明した
が、本論文はそれを精緻化し、Witt分解を用いて、具体的に完全代表系を構成した。 
２）１つの解 hの直交補空間Ｗに極大ラティスＬを制限した場合の極大性、すなわち、 
Ｗ∩Ｌが極大であるかどうかの判定条件を与えた。この結果は、１）の代表系の構成が十
分に具体的であることを意味している。 
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３）Ｆが代数体の場合の応用として、φに対応する対称行列が次数 nの単位行列 
（4≦n≦10）の場合であるが、この場合に解の集合 L[q,Z]を完全に記述している。 
この問題は 200 年以上も前から多くの数学者が関心を持って研究を行ってきたテーマであ
る。いくつかの場合に結果が得られているが、本申請はそれらの成果をさらに発展させる
成果を得た。 
  これらの成果は、この分野の大きな進展に繋がる優れたものである。 
本論文の審査に関して、2010 年 7 月 30 日（金）16 時 30 分～17 時 30 分数学第一研究室
において公聴会を開催し、申請者による論文要旨の説明の後、審査委員は学位申請者吉永
崇志氏に対する口頭試問を行った。各審査委員および公聴会参加者より、定理の条件の必
要性や C(L)で割ることの意義、代表系構成の際に、志村五郎氏の定理の証明方法がどのよ
うに役に立ったか、などの質問がなされたが、いずれの質問に対しても申請者の回答は適
切なものであった。よって、以上の論文審査と公聴会での口頭試問結果を踏まえ、本論文
は博士の学位に値する論文であると判断した。 
